
世
親
の
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
が
、
佛
教
研
究
の
基
礎
学
に
お
け
る
重
要
な

諭
書
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し

従
来
の
テ
キ
ス
ト
は
、
倶
舎
論
本
文
・
偶
頌
・
註
釈
書
に
対
す
る
漢
訳
及

び
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
主
で
あ
っ
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
に
関
し
て
は
、

倶
舎
論
本
頌
す
な
わ
ち
ぐ
．
ぐ
．
○
○
唇
巴
の
ａ
・
》
シ
ｇ
昌
冒
同
旨
己
８
蟹
‐

属
腎
房
画
旦
ぐ
閉
号
Ｐ
目
目
』
（
乞
怠
）
と
称
友
の
倶
舎
論
疏
す
な
わ
ち

口
．
君
。
唱
冒
国
呂
・
《
ｇ
冒
薗
具
冒
シ
ｇ
巨
富
同
日
烏
。
蟹
之
乱
昏
く
図
曽

田
鼠
○
日
旨
四
》
（
己
隠
１
ｓ
の
み
で
、
決
し
て
充
分
で
は
な
か
っ
た
。

幸
に
し
て
、
一
九
三
五
年
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
文
の
写
本
が
崩
習
匡
冒

断
昌
時
風
ご
母
９
５
に
よ
っ
て
チ
等
ヘ
ッ
ト
の
僧
院
で
発
見
さ
れ
、
そ
れ
に

も
と
づ
い
た
梵
文
原
典
が
七
年
前
パ
ト
ナ
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

宅
門
具
．
嗣
勺
胃
●
費
冒
四
国
輿
一
品
餌
壱
巨
昌
罵
胃
日
騨
屍
品
甲
三
働
嬰
国
旦

■
、
、

ぐ
農
戸
旨
騨
口
呂
旨
』
１
国
胃
鯖
昌
⑳
巴
屈
冒
岸
乏
ｃ
１
陽
普
巨
吊
く
巳
．
く
［
目

Ｉ
間
．
句
．
］
畠
尉
弓
巴
園
①
驚
閏
呂
冒
鴛
倖
目
の
』
も
鼻
巨
Ｐ
』
岳
亀
．

饅
．
用
肖
胃
色
屏
四
乏
伊
①
今
息

目
ｚ
ｐ
国
桝
弓
○
弓
国
両
津
国
国
己
国
匪
困
冒
シ
‐

、

【
○
ｍ
シ
国
四
声
ｍ
昌
宏

田
胄
詳
○
国
①
“
の
四
口
竺
貝
岸
‐
目
号
騨
目
］
‐
○
宮
口
①
の
①

I

渡
辺
顕
信

で
あ
り
、
こ
の
出
版
に
よ
っ
て
、
倶
舎
論
の
基
本
的
テ
キ
ス
ト
は
一
応
揃

っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
献
学
的
研
究
を
す
す
め
る
場
合
、
原
典
の
批
判
的
研
究

や
そ
の
出
版
に
次
い
で
期
待
さ
れ
る
も
の
は
、
原
典
に
対
す
る
優
秀
な
索

引
や
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス
等
で
あ
る
。

倶
舎
論
に
関
す
る
索
引
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
、
舟
橋
水
哉
編
・

舟
橋
一
哉
増
補
「
冠
導
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
索
引
」
（
一
九
五
○
）
の
恩
恵
に

浴
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
索
引
は
、
前
述
せ
る
プ
ラ
ダ
ン
編
の

梵
文
倶
舎
論
本
文
に
対
す
る
索
引
で
あ
り
、
久
し
く
期
待
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
川
彰
教
授
及
び
そ
の
若
き
協
力
者
数
人
の
手
に

な
る
労
作
で
あ
り
、
実
に
こ
の
刊
行
に
よ
っ
て
梵
文
倶
舎
論
の
文
献
学
的

研
究
は
、
新
ら
た
な
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

本
書
の
は
し
が
き
に
よ
る
と
、
著
者
は
プ
ラ
ダ
ン
本
の
出
版
に
よ
り
可

能
と
な
っ
た
梵
・
蔵
・
漢
訳
を
網
羅
し
た
倶
舎
論
の
索
引
作
成
を
企
画
し
、

本
書
を
そ
の
「
第
一
部
サ
ン
ク
リ
ッ
ト
語
・
チ
・
ヘ
ッ
ト
語
・
漢
訳
対
照
」

と
し
て
公
刊
し
、
第
二
部
を
漢
訳
語
基
準
の
索
引
と
し
て
続
い
て
出
版
す

る
と
い
』
フ
。

さ
て
、
本
書
の
構
成
は
吹
の
通
り
で
あ
る
。

○
○
ｚ
目
固
ｚ
胃
い

〔
シ
〕
弓
］
，
①
雷
。
①
…
…
・
・
・
…
・
・
…
・
・
◇
・
・
・
…
…
・
…
：
…
・
・
…
…
・
・
・
・
・
・
…
．
．
］

〔
鹿
〕
⑦
こ
こ
○
詐
○
言
彦
①
［
扇
①
○
諸
戻
声
①
冒
昌
Ｃ
〆
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
一
芦

〔
。
〕
暉
胃
言
○
Ｇ
口
○
は
○
Ｐ
．
．
…
…
・
…
・
・
・
…
…
…
・
…
：
“
・
…
・
…
・
・
…
・
・
・
・
門

Ⅱ
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〔
ロ
〕
目
ｑ
⑦
×
８
庁
面
①
シ
ご
匡
回
汀
騨
時
目
四
斤
○
蟹
づ
ぽ
肝
く
四
…
…
…
…
］

Ｕ
ｒ
、

、

〔
両
〕
⑳
昇
罰
一
‐
．
⑱
尉
甘
・
少
‐
）
シ
Ｏ
脚
ｑ
Ｐ
ｌ
》
①
意
．
・
・
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
・
…
・
卜
隠

〔
国
〕
○
○
目
侭
①
ロ
ー
段
旦
岸
彦
①
目
の
〆
詳
の
呂
冨
」
ず
冒
勺
局
○
時
服
○
局

℃
，
弓
烏
騨
Ｑ
ぽ
ゆ
口
・
…
…
…
…
・
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
…
．
．
…
・
卜
四
ｍ

１
１

註
仙
順
序
を
示
す
Ａ
Ｉ
Ｆ
は
、
紹
介
・
書
評
の
便
宜
上
、
筆
者
が
付
し
た
も

１
ｆ

の
で
あ
る
。

②
テ
キ
ス
ト
頁
の
石
吟
隠
及
び
詞
冷
切
は
、
夫
々
や
上
腿
塵
目
に
訂
正
。

③
〔
ｇ
冒
茸
○
号
。
芦
○
口
の
ロ
ー
マ
数
字
に
よ
る
頁
付
隣
ｘ
ｘ
ｘ
１
く
〆
〆
〆

凶
目
ぐ
は
一
般
的
に
〆
Ｆ
１
く
〆
口
く
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
吟
〕
弔
尉
禺
騨
ら
の
〔
閃
〕
の
巨
昼
①
ざ
砕
夛
の
臣
の
①
昌
畔
毒
①
胃
冒
全
の
開

は
し
が
き
に
お
い
て
は
本
書
刊
行
の
経
過
が
述
べ
ら
れ
、
索
引
の
凡
例

に
つ
い
て
は
利
用
者
の
便
宜
を
考
慮
し
た
懇
切
な
解
説
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
以
下
節
を
追
っ
て
紹
介
し
よ
う
。

〔
ｅ
〕
閂
ヨ
寺
門
①
ユ
屋
ら
註
、
ヨ

間
門
彦
の
レ
ロ
陣
５
Ｈ
旦
庁
旨
①
シ
ご
巨
口
ぽ
い
目
ご
色
汽
詠
酔

目
．
目
彦
の
己
騨
ｇ
ｏ
届
く
い
の
ｐ
ず
い
口
全
彦
ロ
ー
目
屋
の
ロ
尉
○
巨
鵲
５
．
ｍ
○
口

目
尋
○
く
い
の
ｐ
ご
鯉
ご
色
彦
ロ
．

目
【
・
日
宮
①
屈
巴
鼻
５
口
ご
禺
葛
の
２
〕
色
吊
シ
づ
ご
（
房
四
国
ロ
己
８
蟹
山
口
邑

庁
ロ
①
ぐ
営
ヨ
Ｐ
ｂ
陸
昌
弾
Ｈ
鼻
評

目
ぐ
．
自
匿
の
同
色
鼻
５
口
ご
興
葛
ｏ
の
巨
含
面
①
の
四
目
茸
叫
国
は
丙
抄
四
国
ロ
苛
彦
の

旨
②
画
凹
く
習
〕
四
国
ロ
ロ
ロ
ロ
尉
日
．

ぐ
．
月
ロ
①
因
旦
自
①
ロ
８
口
關
旦
帛
自
庁
茸
⑦
シ
ご
己
屋
画
肖
自
己
８
野
．

ぐ
間
日
毎
①
の
茸
ロ
呉
ロ
３
旦
計
ぽ
Ｃ
診
ず
巨
旦
面
自
国
５
屍
○
蟹
．

序
論
と
し
て
著
者
は
、
学
界
の
現
状
を
ふ
ま
え
つ
つ
四
四
頁
も
の
紙
面

を
費
し
て
、
世
親
及
び
倶
舎
論
に
関
す
る
英
文
解
説
を
施
し
て
い
る
。

Ｉ
倶
舎
論
の
作
者

こ
こ
で
は
、
現
存
す
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
及
び
漢
訳
倶
舎
論
と
、
称
友
造
梵

文
倶
舎
論
疏
及
び
他
の
漢
訳
文
献
に
も
と
づ
い
て
、
倶
舎
論
の
作
者
が
世

親
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
て
い
る
。

〔
テ
キ
ス
ト
詞
月
の
脚
注
訂
正
。
吟
普
言
薗
冨
周
二
〕
Ｐ
↓
ｇ
ｇ
３
買
昏
２
画

目
昌
普
Ｏ
ｚ
ｏ
・
９
＄
↓
日
．
ｚ
○
．
曽
田
乱
．
目
昌
昏
Ｏ
ｚ
Ｏ
・
暗
＄
↓
日
．
ｚ
○
．
ｇ
お
〕

Ⅱ
世
親
の
年
代
１
世
親
二
人
説
に
つ
い
て
１

世
親
二
人
説
に
関
す
る
諸
説
の
中
か
ら
、
特
に
同
．
財
ｇ
旨
く
騨
旨
①
Ｈ
の

説
を
と
り
あ
げ
て
反
論
を
加
え
、
著
者
の
立
場
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
フ

ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
は
弥
勒
・
無
著
・
世
親
の
年
代
を
示
す
中
で
、
琉
伽
行
派

に
屈
し
無
著
の
弟
で
あ
る
世
親
と
、
倶
舎
論
の
作
者
と
し
て
の
世
親
は
別

人
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

（
ぐ
院
ロ
ヴ
目
且
丘
目
烏
Ｈ
シ
岸
閂
自
己
篭
？
諾
つ
国
・
二
・
園
“
ぐ
協
口
ず
ゅ
ロ
Ｑ
丘
屋
号
吋

豈
ロ
鳴
門
二
日
台
？
茂
○
口
・
ロ
、
Ｎ
・
）

そ
の
論
拠
は
、
１
口
伝
に
よ
る
世
親
生
年
説
、
２
世
親
の
著
作
と
推

定
さ
れ
る
鳰
摩
羅
什
訳
の
三
著
作
の
存
在
、
３
世
親
著
の
金
剛
般
若
経

論
に
対
す
る
註
釈
書
「
金
剛
仙
論
」
の
存
在
、
以
上
の
三
点
に
あ
る
と
云

澤
（
，
／
Ｑ

こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
そ
の
内
容
を
夫
々
詳
述
し
な
が
ら
反
論
し
、

世
親
の
年
代
を
西
暦
四
○
○
’
四
八
○
と
す
る
干
潟
龍
祥
説
を
支
持
し
て

い
る
。
結
論
と
し
て
著
者
は
、
琉
伽
行
派
に
属
し
て
い
た
世
親
の
他
の
著

作
と
倶
舎
論
と
の
間
に
認
め
ら
れ
る
類
似
性
か
ら
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
説

の
二
人
の
世
親
は
実
は
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
。
然
し
世
親

複
数
説
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
称
友
の
倶
舎
論
疏
、
法
救
の
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雑
阿
毘
曇
心
論
、
普
光
の
倶
舎
論
記
等
の
記
録
に
よ
り
、
倶
舎
論
の
世
親

と
は
別
人
の
世
親
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
容
認
し
て
い
る
。
な
お
、
琉

伽
行
派
の
世
親
と
倶
舎
論
の
世
親
と
を
同
一
人
物
と
す
る
論
拠
に
つ
い
て

次
節
で
更
に
論
述
す
る
。

Ⅲ
倶
舎
論
と
諸
唯
識
論
と
の
関
係

ま
ず
世
親
に
帰
せ
ら
れ
る
諸
著
作
を
、
切
匡
‐
の
８
匡
』
月
日
四
国
弾
冒
の
著

作
お
よ
び
山
口
益
著
「
世
親
の
成
業
論
」
か
ら
詳
細
に
引
用
し
て
、
倶
舎

論
と
無
著
の
弟
で
あ
る
世
親
の
主
要
著
作
・
唯
識
三
十
頌
等
と
の
類
似
性

を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
倶
舎
論
の
世
親
が
唯
識
三
十
頌
等
の
作
者
で
も
あ

る
こ
と
を
証
明
し
、
更
に
琉
伽
行
派
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
よ
う

と
す
る
。
即
ち
、
著
者
は
陳
那
と
安
慧
の
倶
舎
論
註
釈
書
が
チ
ベ
ッ
ト
訳

中
に
現
存
す
る
こ
と
を
述
べ
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
云
う
。

《
病
．
◇
・
〉
四
国
○
四
房
○
岸
騎
己
○
』
ロ
岸
⑦
Ｑ
Ｏ
ｐ
庁
四
計
汁
彦
①
げ
①
、
］
画
冒
』
ご
函
○
開
げ
ぽ
①

ぐ
望
脚
丙
宮
言
脚
ご
く
國
駄
○
目
津
国
昏
鼻
昏
①
属
○
蟹
ロ
且
昏
①
８
日
目
①
口
‐

３
国
①
ゆ
ず
国
Ｑ
ｐ
ｇ
目
秒
威
ｐ
ｐ
ｑ
ぐ
ゆ
目
白
津
Ｈ
四
・
〉
》

と
云
い
、
続
け
て

《
《
目
昏
①
萱
ｏ
蔚
庁
ロ
鼻
詐
ぽ
①
割
ず
巴
○
国
鴨
旦
庁
○
計
声
①
国
○
ぬ
四
○
腎
画
の
。
声
○
○
］

の
口
函
鴨
黒
庁
匿
鼻
昏
①
嵐
○
蟹
急
閉
の
目
島
①
。
旨
昏
①
閏
○
ｍ
胃
腎
印

の
呂
○
巳
々
急
冨
○
面
目
の
沙
易
昏
①
ｇ
ｏ
ｏ
耳
目
⑦
旦
昏
の
園
○
殴
尉
里
目
建
肖

汁
○
庁
豈
①
Ｇ
Ｏ
Ｏ
茸
旨
躬
旦
ぐ
昌
蔵
倒
口
ゆ
く
脚
Ｑ
四
。
』
》

と
云
箔
フ
。

い
ま
便
宜
上
引
用
文
を
二
つ
に
分
け
た
が
、
前
半
に
つ
い
て
一
言
す
る

と
、
こ
の
部
分
の
原
文
は

《
《
①
自
己
四
目
鼻
肖
Ｉ
く
儲
自
己
茸
邸
凸
昌
凰
Ｈ
ご
く
幽
斥
昏
国
堅
固
３
房
．
．
．
》
》
（
民
○
蟹
‐

ぐ
割
幽
戸
弓
剖
倒
も
、
揚
昌
二

で
あ
る
か
ら
、
当
然
《
ｊ
ａ
こ
の
語
を
も
翻
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
後
半
に
つ
い
て
云
え
ば
、
《
《
弓
巨
呂
目
３
国
印
…
ご
以
下
の
論
述
が

不
充
分
で
あ
る
。
即
ち
、
〃
倶
舎
論
が
琉
伽
行
派
の
中
で
研
究
さ
れ
て
い

た
〃
と
い
う
事
実
は
肯
首
で
き
る
が
、
な
ぜ
直
ち
に
〃
以
上
の
こ
と
は
倶

舎
論
の
教
理
と
唯
識
論
の
教
理
と
が
類
似
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
〃

と
云
い
得
る
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
論
証
が
な
い
か
ぎ
り

員
急
寓
目
目
①
巴
〕
の
…
》
〉
以
下
の
論
述
は
説
得
力
が
薄
弱
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
著
者
は
、
世
親
が
有
部
か
ら
経
量
部
へ
、
さ
ら
に
唯
識
論
へ

と
転
入
し
て
い
っ
た
論
証
と
し
て
、
倶
舎
論
、
大
乗
五
瀧
論
、
成
業
論
、

唯
識
三
十
頌
等
の
相
互
関
係
を
論
述
す
る
。

ま
ず
初
め
に
、
倶
舎
論
で
体
系
づ
け
ら
れ
た
五
位
七
十
五
法
と
大
乗
五

瀧
論
の
五
位
七
十
九
法
が
多
く
の
点
で
一
致
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

次
に
琉
伽
行
派
の
教
理
を
継
承
す
る
大
乗
五
瀧
論
は
、
そ
の
無
為
法
の
分

類
に
よ
っ
て
倶
舎
論
と
職
伽
師
地
論
と
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
得
る
と
述

べ
る
。次

に
聡
伽
師
地
論
の
法
の
体
系
で
あ
る
百
法
に
つ
い
て
は
、
大
乗
百
法

明
門
論
を
引
用
し
て
そ
の
特
徴
を
、
１
五
位
の
順
序
、
即
ち
心
・
心
所
．

色
・
心
不
相
応
行
・
無
為
に
あ
る
と
し
、
２
五
位
夫
友
の
分
類
に
あ
る

と
す
る
。
こ
の
百
法
は
聡
伽
師
地
論
の
本
地
分
と
か
、
大
乗
阿
毘
達
磨
集

論
の
本
事
分
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
分
類
に
お

い
て
琉
伽
行
派
の
諸
著
作
の
内
容
と
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
琉
伽
行
派

の
伝
統
を
継
承
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
阿
頼
耶
識
と
心
所
法

の
内
容
が
大
乗
五
瀧
論
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
倶
舎
論
と
大
乗
五
調
論
、
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百
法
明
門
論
と
の
間
に
密
接
な
関
連
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
れ

等
諸
論
書
の
作
者
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

最
後
に
、
世
親
の
著
作
と
し
て
有
名
な
成
業
論
は
そ
の
阿
頼
耶
識
の
説

明
を
除
い
て
は
倶
舎
論
と
近
似
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
成
業
論
が
阿
頼
耶

識
に
つ
い
て
引
用
す
る
諸
経
典
の
中
に
、
解
深
密
経
が
あ
る
が
こ
れ
は
大

乗
経
典
か
ら
の
唯
一
の
引
用
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
阿
含
経
典

か
ら
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
批
判
対
象
は
、
有
部
や
正
量
部
・
大

衆
部
。
誉
職
部
・
銅
蝶
部
そ
の
他
の
部
派
佛
教
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
よ

り
著
者
は
、
成
業
論
が
経
量
部
の
立
場
を
と
り
、
部
派
佛
教
に
属
す
る
著

作
で
あ
っ
て
、
倶
舎
論
と
唯
識
諭
と
の
間
に
位
置
す
る
著
作
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
そ
の
作
者
が
倶
舎
論
の
作
者
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
と
み
る

の
で
あ
る
。

以
上
の
論
述
を
総
括
的
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
世
親
は

有
部
か
ら
経
量
へ
転
入
す
る
過
程
に
お
い
て
倶
舎
論
を
著
作
し
、
経
量
部

か
ら
大
乗
琉
伽
・
唯
識
に
転
入
す
る
直
前
に
成
業
論
を
著
作
し
以
後
、
大

乗
五
緬
論
、
百
法
明
門
論
へ
と
続
き
、
多
数
の
論
吾
を
著
作
し
た
と
思
わ

れ
る
。

〔
本
索
引
Ｘ
頁
妬
行
目
、
目
：
９
日
目
の
口
３
畳
○
口
吾
の
留
昌
目
巳
内
宮
号
胃
四
日

宵
呂
○
盲
路
器
…
）
の
東
北
ナ
ン
、
〈
１
は
、
異
本
。
正
し
く
は
ｚ
ｏ
．
＄
＄
又

は
国
○
．
麗
置
（
大
正
一
三
六
一
）
か
。
北
京
ｚ
○
．
理
路
・
韻
届
〕

Ⅳ
経
量
部
と
大
乗
佛
教
の
関
係

世
親
が
経
量
部
に
近
い
立
場
に
あ
り
つ
つ
も
、
有
部
の
伝
統
の
下
で
倶

舎
論
を
著
述
し
た
と
い
う
事
実
は
、
経
量
部
の
教
学
体
系
が
有
部
の
そ
れ

ほ
ど
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
著
者
は
次
の
事

例
を
以
っ
て
こ
の
事
情
を
解
説
す
る
。
馬
鳴
、
龍
樹
、
聖
提
婆
と
同
時
代

の
人
物
に
、
鳩
摩
羅
多
属
目
日
胃
四
国
菌
が
居
た
。
彼
は
経
量
部
の
創
始

者
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
著
作
「
嶮
壷
論
己
覇
薗
員
砦
四
目
廓
こ

の
名
に
因
ん
で
、
瞥
職
師
（
ロ
削
碧
圏
は
富
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
毘
婆
沙
論
に
お
い
て
譽
職
師
の
教
理
が
八
十
七
種
も
引

用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
経
量
部
の
名
前
は
二
個
所
し
か
引
用
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
事
例
は
、
大
毘
婆
沙
論
が
書
か
れ
た
時
点
に
は
経
量
部

は
ま
だ
充
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
経
量
部

の
特
徴
は
、
他
の
学
派
を
批
評
す
る
こ
と
に
よ
り
経
量
部
自
身
の
立
場
を

説
明
し
て
い
る
と
云
え
る
。

以
上
の
論
述
に
加
え
て
著
者
は
、
経
量
部
師
を
自
認
す
る
称
友
の
事
例

を
提
示
し
て
経
量
部
と
大
乗
佛
教
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と

を
論
述
す
る
の
で
あ
る
。

Ｖ
倶
舎
論
作
成
に
用
い
ら
れ
た
参
考
文
献

ま
ず
初
め
に
、
倶
舎
論
作
成
の
由
来
と
し
て
、
真
諦
訳
「
婆
薮
藥
豆
法

師
伝
」
の
記
述
お
よ
び
、
円
暉
「
倶
舎
論
頌
疏
」
の
記
述
等
を
引
用
し
、

カ
シ
ュ
ミ
ー
ラ
が
毘
婆
沙
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
大

毘
婆
沙
論
に
関
す
る
研
究
成
果
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
翻
訳
・
諸
註
釈

を
列
挙
す
る
。

雑
阿
毘
曇
毘
婆
沙
・
尊
婆
須
蜜
菩
薩
所
集
論
・
阿
毘
曇
八
腱
度
論
・
阿

毘
曇
心
十
六
巻
本
及
び
同
四
巻
本
・
韓
婆
沙
阿
毘
曇
・
阿
毘
曇
毘
婆
沙

・
雑
阿
毘
曇
心
論

次
に
、
有
部
の
伝
統
的
論
書
は
、
発
智
論
を
身
論
と
し
品
類
足
論
等
の

六
論
を
足
論
と
す
る
所
謂
〃
六
足
発
智
″
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
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そ
の
流
れ
は
、
法
瀧
足
諭
・
集
異
門
足
論
か
ら
施
設
論
に
続
き
、
識
身
足

論
・
界
身
足
論
へ
と
発
展
し
、
紀
元
前
一
世
紀
頃
に
著
作
さ
れ
た
品
類
足

論
・
発
智
論
に
よ
っ
て
そ
の
教
学
が
整
理
さ
れ
た
。
そ
の
集
大
成
は
、
発

智
論
に
対
す
る
註
釈
書
「
大
毘
婆
沙
諭
」
の
完
成
に
よ
っ
て
為
し
遂
げ
ら

れ
た
。十

万
偶
頌
よ
り
成
る
大
毘
婆
沙
論
に
対
す
る
註
釈
書
は
、
前
述
の
よ
う

に
数
点
存
在
す
る
が
、
そ
の
随
一
は
倶
舎
論
で
あ
る
。
こ
の
倶
舎
論
作
成

に
関
し
て
直
接
の
参
考
文
献
と
な
っ
た
も
の
は
、
雑
阿
毘
曇
心
論
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
倶
舎
論
と
雑
阿
毘
曇
心
論
の
構
成
内
容
・
偶
頌

数
等
に
関
す
る
夫
灸
の
研
究
に
よ
っ
て
、
明
白
で
あ
る
。

以
上
の
結
論
と
し
て
著
者
は
、
大
毘
婆
沙
論
か
ら
倶
舎
論
へ
の
伝
播
形

態
を
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

大
毘
婆
沙
論
↓
阿
毘
曇
心
論
↓
阿
毘
曇
心
論
経
↓
雑
阿
毘
曇
心
論
↓
倶

全
ロ
ユ
ｍ
Ｏ〔

序
論
己
・
〆
〆
ぐ
目
ゞ
犯
行
の
四
ｓ
目
巨
曾
（
悟
入
）
は
、
著
者
の
指
示
（
大
正

一
八
二
三
、
八
一
四
頁
ａ
一
西
’
三
ハ
）
に
従
う
か
ぎ
り
悟
入
（
⑱
冨
呂
巨
冒
》
）

と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
〕

Ⅵ
倶
舎
論
の
構
成

本
節
に
お
い
て
著
者
は
、
倶
舎
論
の
構
成
及
び
そ
の
内
容
を
各
品
毎
に

詳
述
し
て
い
る
が
、
紙
面
の
都
合
で
紹
介
を
省
略
す
る
。
な
お
こ
の
部
分

は
、
多
少
の
加
筆
に
よ
っ
て
は
初
学
者
用
の
入
門
書
と
も
な
り
得
べ
き
抄

録
に
な
っ
て
い
る
。ｊ

と
こ
ろ
で
、
Ｖ
随
眠
品
の
解
説
に
お
い
て
、
属
］
ｏ
蟹
を
豐
旨
殴
冨

と
層
匂
四
ご
尉
昏
習
い
で
説
明
す
る
倶
舎
論
本
文
の
引
用
頁
が
ａ
５
画
麗
》

ｊ

患
』
》
と
な
っ
て
い
る
が
、
《
も
．
函
認
》
后
こ
で
あ
る
。
次
に
Ⅵ
賢
聖
品

の
四
向
四
果
中
、
一
来
・
不
還
に
つ
い
て
の
表
記
が
二
様
に
示
さ
れ
て
い

る
。
即
ち判

鄙
や
〆
〆
凶
〆

到
誹
崇
）
．
〆
桝
潤
〆
閂
（
↓
固
〆
目
）

ｌ
米
回
困
胃
巨
樹
画
目
官
鼻
管
昌
ロ
烏
四
ｌ
咄
鳥
目
倒
渦
昌
旨

、

や

ｌ
粥
細
困
胃
巨
樹
山
日
旨
ｒ
ｌ
閨
耳
目
魍
目
冒
巴
騨

引
師
．
四
目
渦
目
冒
鼻
君
Ｐ
目
〕
烏
四
ｌ
馴
目
Ｐ
鴨
日
日

、

斜
臨
調
①
］
〕
脚
魁
日
日
心
１
口
目
租
目
冒
夢
言

こ
の
混
同
は
、
索
引
中
に
も
散
見
さ
れ
る
の
で
検
討
を
要
す
る
。

ｊ

ま
た
Ⅷ
定
品
の
解
説
末
尾
に
お
い
て
、
第
三
九
偶
及
び
第
四
○
偶
を

引
用
し
て
結
論
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
結
論
の
文
脈
か
ら
み
て
こ
の
二

偶
は
、
続
け
ず
に
明
確
に
区
切
ら
れ
る
今
へ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
Ｃ
序
論
全
般
に
わ
た
り
、
初
歩
的
な
校
正
ミ
ス
が
目
立
つ
。
出
版
を
急
い
だ

た
め
で
あ
ろ
う
か
〕

〔
ご
〕
胃
］
ａ
の
閏
言
詳
写
の
し
琴
三
昌
国
目
目
色
岸
①
曾
匡
豈
務
望
騨

さ
て
、
本
書
の
中
心
た
る
こ
の
章
は
、
四
二
○
頁
余
に
わ
た
る
膨
大
な

も
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
索
引
と
い
う
性
格
上
、
充
分
に
活
用
し
た
後

検
討
を
加
え
る
の
が
た
て
ま
え
で
あ
る
が
、
い
ま
は
そ
の
余
裕
が
な
い
の

で
、
本
索
引
の
特
徴
を
紹
介
す
る
こ
と
を
以
っ
て
筆
者
の
責
務
の
一
端
に

か
え
た
い
。

さ
て
、
た
と
え
小
規
模
な
索
引
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
作
成
作
業
は
本

来
地
味
で
あ
り
、
苦
労
も
非
常
に
多
い
。
と
こ
ろ
が
本
索
引
は
、
項
目
の

単
な
る
該
当
頁
の
記
録
に
と
ど
ま
ら
ず
、
見
出
し
項
目
に
相
応
す
る
チ
尋
ヘ

ッ
ト
訳
、
及
び
漢
訳
の
真
諦
訳
・
玄
英
訳
を
も
収
録
し
て
い
る
。
加
え
て
、
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見
出
し
項
目
中
、
本
文
中
に
説
明
の
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
頁
数
を
ゴ
シ

ッ
ク
活
字
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
本
書
は
、
単
な
る
索
引
の
領
域
を
越
え
た
も

の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
し
く
国
○
閉
Ｐ
ｑ
及
び
ｇ
ｐ
８
ａ
ｐ
ｐ
ｏ
①
を
兼
備
し
た

「
倶
舎
論
語
紫
用
語
小
辞
典
」
と
も
云
う
べ
き
索
引
で
あ
る
。
摘
録
項
目

の
選
定
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
が
論
そ
の
内
容
は
、

八
ポ
イ
ン
ト
活
字
を
中
心
と
し
て
各
頁
四
五
行
、
総
計
一
九
一
○
○
行
に

及
ぶ
。
項
目
数
は
、
主
項
目
だ
け
で
も
六
五
○
○
余
の
多
数
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。
因
み
に
代
表
的
な
主
項
目
を
、
磯
械
的
に
そ
の
摘
録
数
量
順
に
配

列
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

］
国
目
色
）
の
胃
ぐ
秒
》
、
ぐ
四
）
尻
目
②
｝
Ｑ
宮
目
日
秒
）
Ｑ
巨
毎
岸
屋
Ｐ
》
・
岸
冨
》
自
国
『
四
》

戸
口
殴
旨
ゞ
浜
野
四
》
］
肉
禺
日
四
口
》
①
言
．

全
く
偶
然
で
あ
る
が
、
こ
の
十
項
目
余
を
み
る
と
倶
舎
論
の
教
理
の
輪

郭
が
髻
髭
と
し
て
来
る
。
索
引
の
索
引
た
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

、

〔
鹿
〕
ぬ
卸
す
“
‐
》
ぬ
静
吋
騨
‐
．
シ
の
帥
尉
望
画
１
画
①
胃
．

本
書
は
索
引
の
部
の
後
に
、
経
、
論
、
師
等
に
関
す
る
必
要
事
項
を
一

一
六
項
目
あ
げ
て
、
利
用
の
便
を
図
っ
て
い
る
。

〔
国
〕
⑦
①
吊
凰
岨
①
己
昼
騨
①
開
蒔
き
①
目
の
隠
守
の
包
算
⑦
包
辱
詞
弓
馬
ｃ
開
の
叩
の
①
毘

弔
．
弔
吋
騨
旦
写
四
目

す
で
に
プ
ラ
ダ
ソ
自
身
の
手
に
な
る
二
○
○
余
の
正
誤
表
が
、
そ
の
本

文
の
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
更
に
五
○
○
余
の
正
誤
を

あ
げ
る
。
プ
ラ
ダ
ン
本
の
典
拠
は
、
一
九
三
五
年
ラ
ー
フ
ラ
・
サ
ー
ン
ク

リ
テ
ィ
ャ
ー
ャ
ナ
に
よ
っ
て
チ
尋
ヘ
ッ
ト
の
僧
院
で
発
見
さ
れ
た
写
本
で
あ

る
こ
と
は
前
に
も
ふ
れ
た
。
そ
の
発
見
か
ら
出
版
に
到
る
ま
で
に
、
す
で

に
三
二
年
の
歳
月
を
経
て
い
る
．
こ
の
間
に
生
じ
た
で
あ
ろ
う
諸
般
の
事

情
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
正
誤
数
は
、
あ
る
程
度
や
む

を
得
ぬ
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
そ
の
構
成
順
に
紹
介
し
つ
つ
卑
見
を
試
み
て
き

た
。
は
じ
め
に
も
述
・
へ
た
が
、
文
献
学
的
研
究
に
お
け
る
索
引
の
果
た
す

役
割
は
、
き
わ
め
て
多
大
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
索
引
の
優
劣
は
、
そ

の
文
献
の
死
活
を
左
右
す
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
云
い
得
る
。
か
く

し
て
、
倶
舎
論
研
究
、
ひ
い
て
は
佛
教
研
究
に
お
け
る
本
索
引
出
版
の
意

義
は
き
わ
め
て
深
く
、
学
界
へ
の
貢
献
も
非
常
に
多
大
で
あ
る
。
予
定
さ

れ
て
い
る
第
Ⅱ
部
索
引
等
の
早
期
刊
行
が
期
待
さ
れ
る
。

（
Ｂ
５
版
、
四
九
六
頁
、
七
、
五
○
○
円
、
一
九
七
三
年
三
月
三
○
日
、
大
蔵
出

版
社
）
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